
就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

新校舎新築工事地鎮祭
6月7日(水)、大学新校舎新築工事の地鎮祭が執り行わ

れました。浅尾理事長をはじめ、学園関係者が参列し、工

事の安全を祈願いたしました。

「八木山つどいの家」
壁画設置

障害者福祉事業所「八木山つどいの家」壁面に、モ

ザイク画を設置しました。このモザイク画は、絵本作

家五味太郎さんの原案をもとに、生活美術学科の

森敏美教授はじめ、在学生、卒業生が制作しました。

入学式
4月4日(火)、平成29年度大学・短大入学式を挙行

いたしました。当日は天気も良く、風も穏やかで絶好の

入学式日和となりました。

日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
・
研
究
に
つ
い
て
御
理
解
と

御
支
援
を
賜
わ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
皆
様
に

年
二
回
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
本
広
報
Ｔ
Ｓ
Ｂ
は
今

号
で
第
十
一
号
を
数
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
御
愛
読
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
も
何
卒
よ
ろ
し

く
御
指
導
・
御
鞭
撻
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、今
年
も
早
い
も
の
で
入
学
式
か
ら
四
ヶ
月
が

経
ち
、新
入
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
っ
か
り
馴
染
ん
で

元
気
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す
。ま
た
卒
業
生
は
大
学
・

短
大
生
活
の
締
め
く
く
り
と
就
職
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。今
年
の
求
人
も
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
同
様
順
調

で
す
。本
学
で
は
こ
れ
ま
で
同
様
就
職
支
援
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
が
、保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、就
職
活
動
に
頑
張
る
お
子
様
の
御
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

昨
年
度
も
求
人
、採
用
と
も
順
調
で
、管
理
栄
養
士
、

栄
養
士
、保
育
士
な
ど
と
し
て
採
用
さ
れ
る
傾
向
も
例

年
通
り
で
し
た
。新
し
い
傾
向
と
し
て
目
立
っ
た
の
は

公
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
卒
業
生
が
増
え
た
こ
と

で
す
。後
援
会
の
御
支
援
も
頂
い
て
始
め
た
公
務
員
試

験
対
策
講
座
が
浸
透
し
て
き
た
お
か
げ
で
は
な
い
か

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
は
、一
昨
年
末
に
文
科
省
事
業
に
採
択

さ
れ
て
導
入
し
た
様
々
な
新
鋭
機
器
を
本
学
の
教
育
・

研
究
の
高
度
化
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
か
に
は
東
北
の
大
学
で
は
本
学
唯
一
と
い
う
素
晴

ら
し
い
機
器
も
あ
り
、学
生
達
も
そ
の
性
能
に
眼
を
見

張
り
な
が
ら
誇
り
を
持
っ
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
は
第
三
者
評
価
の
多
い
年
で
し
た
。私

学
事
業
団
に
よ
る
実
地
調
査
、厚
生
局
に
よ
る
栄
養
士

養
成
施
設
の
実
地
検
査
、文
科
省
に
よ
る
学
校
法
人
運

営
の
現
地
調
査
な
ど
で
、各
学
科
・
専
攻
の
専
門
教
育
、

栄
養
士
、教
員
、保
育
士
、管
理
栄
養
士
な
ど
様
々
な
資

格
取
得
の
た
め
の
教
育
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。法
人
運
営
実
地
調
査
で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

た
学
生
達
の
受
け
答
え
が
非
常
に
良
か
っ
た
と
の
お

褒
め
に
預
か
り
ま
し
た
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
学
生
の

建
設
的
意
見
を
集
め
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

さ
て
今
年
は
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
新
校
舎
の
建

築
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。去
る
六
月
七
日
に
地
鎮
祭
が

行
わ
れ
、二
号
館
と
三
号
館
の
間
で
基
礎
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。三
階
建
て
の
建
物
で
、一
階
に
は
食

堂
、売
店
、パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
な
ど
学
生
用
の
厚
生
施

設
や
展
示
ロ
ビ
ー
な
ど
が
、二
階
以
上
に
は
沢
山
の
講

義
室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。来
年
二
月
に
竣
工
予
定

で
、在
学
生
に
も
、来
年
度
の
新
入
生
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。本
学
は
こ
れ
ま
で

も
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
、時
代
の
要
請
に
応
え
た
高

等
教
育
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
が
、新
校
舎
建
設
を

き
っ
か
け
に
現
在
の
学
科
、専
攻
組
織
を
改
革
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
の
指
導
調
査
を
は

じ
め
い
く
つ
か
の
第
三
者
評
価
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。最
近
の
傾
向
と
し
て
高
等
教
育
の
質
保
証
、特
に

内
部
質
保
証
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、第
三
者
評

価
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ま

た
、少
子
化
を
は
じ
め
本
学
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況

が
続
き
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
同
様
教
職
員
一
同
協
力
し

て
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。ど
う
か

皆
さ
ん
の
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学長   山田 宗慶
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部

広報
時代の要請に
応える
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アイリンブループロジェクト昨年から生文大高校生・大学生が一生懸命育てた「アイリンブループロジェクト」の奇跡の花あいりちゃんが咲き乱れました。詳細は→http://airinblue-project.jp/

竹とんぼを作ろう！
4月15日(土)、長命館公園において開催された「第13回さくら祭り」に、生活美術学科学生有志が「牛乳パックとストローを使って竹とんぼを作ろう」のワークショップで参加しました。

PHOTO ALBUM
（平成29年度前期）

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。

広報TSB 第11号
［ 発行 ］ 平成29年（2017年） 8月1日
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
〒981-8585 仙台市泉区虹の丘1丁目18番地の2
TEL 022-272-7520　FAX 022-301-5602
ホームページ  http://www.mishima.ac.jp/
Facebook  https://www.facebook.com/mishima.tsb
Twitter  https://twitter.com/mishima_tsb

　梅雨明け前、暑い毎日が続くなかで、学生は着慣れないスーツ姿で就職へのチャレンジを始めています。すでに内々定を受
けたとの報告も受けています。その数は、昨年度より増加傾向にあります。今年度、国内経済が好調で企業の求人意欲も高
く、学生にとってはよい求職状況にあります。
　大学の講義・実習のなかでの就職活動、6・7月からは公務員試験が実施されるなど、本当に多忙な状況が続きますが、気
概を持って企業等にどんどんチャレンジして内定通知が受け取れることを期待しています。
　さて、就職支援センターでは、求人情報の提供、選択科目「キャリアサポートⅠ・Ⅱ」による就職支援、公務員試験対策講座
の開催、就職個別相談、東京就活バスツアー等を行うなどして就職支援を行っております。
　私にはまだ早いと考えている学生も、とにかく一度は早い段階に来室して就職関係情報に触れ、インターンシップに参加
するなど、企業・業種・職種について研究し、自分の適性を把握して早期に就職活動に備える準備をしておくことが、就職活
動のスタートには大切です。

◎就職・採用活動スケジュールは… 

GAMA ROCK FLAG
9月23日(祝・土)に、「GAMA ROCK」が塩竈市みなと公園において開催されますが、今年も来場者を誘う「GAMA ROCK FLAG」製作に協力。服飾文化専攻の学生たちが、「アパレル生産実習」において、ミシンの機構や縫製方法を学習しながら、製作に取り組みました。

広報活動開始；3月1日以降、採用選考活動開始：6月1日以降、正式な内定日：10月1日以降！

体育祭6月10日(土)、体育祭が開催されました。今年もバレーボール、バスケットボール、大長縄、ピンポン玉リレーに、各クラス一丸となって競技に臨みました。競技に参加した皆さん、実行委員会の皆さん、お疲れ様でした。

さかな丸ごと食育
7月1日(土)、今年も虹の丘児童センターから子どもたち32名

をお招きし、「さかな丸ごと食育」を実施。今回は、エビを丸ごと1

匹使って調理し、料理の楽しさや魚料理のおいしさを味わって

もらいました。

オープンキャンパス
6月17日(土)、今年度第1回目のオープンキャンパスを開

催しました。全体ガイダンスにおいて、大学・短大概要と入

試の説明後、各学科・専攻に分かれ、それぞれの特色を生

かした企画を実施しました。



0203 TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E 広報

大
学
生
活
美
術
学
科

短信

学
科
の
行
事

短
大
生
活
文
化
学
科
短信

　　
家
政
学
科
に
は
、こ
の
四
月
に
健

康
栄
養
学
専
攻
の
新
教
員
と
し
て

曽
根
正
彦
教
授（
臨
床
医
学
担

当
）、深
澤
律
子
講
師（
調
理
学
担

当
）、猪
股
沙
良
助
手
、中
野
目
実

里
助
手
、服
飾
文
化
専
攻
に
田
中

美
咲
副
手
の
五
名
が
加
わ
り
ま
し

た
。家
政
学
科
の
活
動
に
新
風
を
吹

き
込
み
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
こ
れ
ま
で
の
家
政
学
科
の
状
況
で
す
が
、ま
ず
四
月
四
日

に
入
学
式
が
あ
り
、新
入
生（
服
飾
文
化
専
攻
十
名
、健
康
栄
養
学

専
攻
三
十
四
名
）お
よ
び
編
入
学
生（
健
康
栄
養
学
専
攻
三
年
次
三

名
）を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
新
入
生

た
ち
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子
で
、今
後
の
学
生
生
活
の
期
待
の

膨
ら
み
と
不
安
の
解
消
に
大
い
に
貢
献
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
五
月
九
日
に
は
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
春
の
卒
業
生
の
合
格
率
は
七
十
％
で
、昨
年
よ
り
は
向
上

し
た
も
の
の
、引
き
続
き
一
層
の
受
験
生
の
支
援
体
制
の
改
善
・
強
化

が
必
要
で
す
。

　
六
月
に
は
十
日
に
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、今
年
度
は「
教
員
チ
ー

ム
」が
編
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、家
政
学
科
か
ら
も
多
く
の
教
員
が
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
競
技
に
参
加
し
、（
怪
我
を
恐
れ
つ
つ
）学
生
た
ち
と

汗
を
流
し
ま
し
た
。ま
た
、十
七
日
に
本
年
度
最
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
催
さ
れ
、昨
年
度
同
様
の
参
加
者
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。家
政
学
科
は
服
飾
文
化
専
攻
で
は
体
験
実
習
、健
康
栄
養
学

専
攻
で
は
学
内
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
六
、七
月
は
健
康
栄
養
学
専
攻
の
隣
地
実
習
や
教
育
実
習
と
い
っ

た
学
外
実
習
が
佳
境
を
迎
え
て
お
り
、学
生
た
ち
は
、実
習
先
で
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、充
実
感
と
と
も
に
本
学
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
定
期
試
験
、さ
ら
に
四
年
生
は
課
題
研

究
、就
職
活
動
、受
験
勉
強
や
残
り
の
学
外
実
習
と
多
く
の
試
練
を

迎
え
ま
す
が
、必
ず
や
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
、よ
り
一
層
の
成
長
を

遂
げ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
、新
入
生
を
迎
え
恒
例
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
プ
終
了
後
東
京
研
修
旅
行
が
あ
り
、西
洋
美
術
館
の
常
設
展
や

様
々
な
展
覧
会
な
ど
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。丁
度
日
本
画
の
非
常

勤
講
師
及
川
聡
子
先
生
の
個
展
が
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
せ
い
ほ
う
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。四
年
生
は
教
育
実
習
、就
職
活
動
本
番
を
迎

え
て
い
ま
す
。自
身
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
制
作
研
究
に
、就
職

活
動
に
努
力
し
て
い
ま
す
。四
月
に
開
催
さ
れ
た
河
北
美
術
展
で
は

卒
業
生
の
天
満
秀
人
さ
ん
が
最
高

賞
の
河
北
賞
、三
年
平
泉
晴
留
さ
ん

が
彫
刻
部
で
入
賞
、洋
画
部
で
四
年

黒
田
萌
さ
ん
、二
年
佐
藤
李
菜
さ
ん

が
入
選
他
卒
業
生
な
ど
の
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。昨
年
の
大
学
祭
時
に

開
催
さ
れ
た
学
内
コ
ン
ク
ー
ル
で
各

美
術
館
、画
廊
賞
を
受
賞
し
選
抜

さ
れ
た
学
生
に
よ
る
個
展
、グ
ル
ー
プ

展
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ギ
ャ
ラ
リ
ー

エ
チ
ゴ
賞
受
賞
者
作
品
展
石
井
雅
士
さ
ん
、西
脇
榛
奈
さ
ん
、山
本

紗
也
さ
ん
た
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
チ
ゴ
、タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
賞
受
賞
者
展

伊
藤
陽
太
さ
ん
、我
妻
優
香
さ
ん
の
二
人
展
、中
本
誠
司
現
代
美
術

館
賞
受
賞
者
展
二
人
展
千
葉
達
人
さ
ん
、伊
藤
雛
乃
さ
ん
。五
月
宮

城
県
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
日
本
画
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展
、卒
業
生

の
漫
画
家
相
澤
郁
恵
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。版
画
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
展
、六
月
中
本
誠
司
現
代
美
術
館
に
て「
て
ん
で
ん
バ
ラ
バ
ラ

展
」、晩
翠
画
廊
特
別
企
画
蒼
龍
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
コ
ン
ペ
Ⅷ
で一年
吉
田

瀬
七
さ
ん
が
晩
翠
画
廊
賞
、版
ゼ
ミ
屋
さ
ん
で
恋
し
ち
ゃ
う
？
展
ギ
ャ

ラ
リ
ー
エ
チ
ゴ
。教
員
の
研
究
活
動
と
し
て
は
、四
月
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展

大
堀
恵
子
講
師
、七
月
s
a
r
p
に
て
三
上
秀
夫
教
授
の
個
展
、同

と
っ
替
え
、ひ
っ
替
え
、す
り
替
え
展
Ⅳ
森
敏
美
教
授
他
教
員
、在
学

生
、卒
業
生
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
、東
北
現
代
工
芸
展
に
三
浦
輝

子
助
教
が
出
品
し
ま
し
た
。そ
の
他
地
域
連
携
行
事
や
グ
ル
ー
プ
展

な
ど
多
彩
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
活
文
化
学
科
は
、平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
に
食
物
栄
養

学
専
攻
三
十
九
名
、子
ど
も
生
活
専
攻
六
十
一名
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
三
年

連
続
、子
ど
も
生
活
専
攻
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
九
年
間
連
続
し

て
就
職
率
一〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、食
物
栄
養
学
専
攻

か
ら
大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
に
編
入
し
た一
期
生
二
名
が
、五
月
に

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
四
月
、食
物
栄
養
学
専
攻
に
三
十
名
、子
ど
も
生

活
専
攻
に
四
十
六
名
、計
七
十
六
名
が
入
学
し
、新
た
な
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。勉
強
だ
け
で
な
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
な
ど
、元

大
学
家
政
学
科
短信

食
物
栄
養
学
専
攻

気
に
短
大
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
前
期
の
主
な
行
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
四
月
六
日
・
七
日
　
一
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
、

　
二
年
生
研
修
旅
行（
鶴
岡
方
面
）

〇
六
月
十
日
　
体
育
祭

二
年
生
の
実
習

〇
六
月
〜
十
一
月
　
　
校
外
実
習

　（
小
学
校
、保
育
所
、自
衛
隊
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

〇
八
月
〜
九
月
　
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
演
習
　

　
八
月
二
十
五
日
株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、そ
の
他
食
品

を
扱
う
事
業
所
へ
の
見
学
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

栄
養
士
と
し
て
の
実
力
ア
ッ
プ
、就
職
試
験
・
編
入
試
験
対
策
に
向

け
て
栄
養
士
実
力
認
定
試
験（
十
二
月
月
）の
受
験
を
勧
め
、受
験

対
策
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
年
生
の
実
習

〇
八
月
二
十
五
日
〜
九
月
一
日
　

　
施
設
見
学

　（
短
大
附
属
ま
す
み
保
育
園
）

〇
八
月
七
日
・
八
日
　
　

　
施
設
見
学

　（
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
、仙
台

　  

医
療
セ
ン
タ
ー
）

二
年
生
の
実
習

〇
五
月
二
日
　
マ
ナ
ー
講
座（
浅
野
純
子
先
生
）

〇
五
月
二
十
九
日
〜
六
月
九
日
、六
月
二
十
六
日
〜
七
月
七
日
　

　
保
育
所
実
習
Ⅰ
、Ⅱ

〇
七
月
二
十
四
日
〜
八
月
四
日
　
施
設
実
習

〇
八
月
二
十
四
日
　
実
習
報
告
会（
保
育
所
・
施
設
）

一
年
生
の
実
習

〇
五
月
二
十
九
日
　
幼
稚
園
・
保
育
所
見
学
実
習

　（
短
大
附
属
ま
す
み
幼
稚
園
・
保
育
園
）

〇
六
月
二
十
三
日
　
施
設
見
学
実
習

　（
丘
の
家
こ
ど
も
ホ
ー
ム
）

〇
九
月
一
日
〜
八
日
　
幼
稚
園
基
礎
実
習
Ⅰ

　（
短
大
附
属
ま
す
み
幼
稚
園
）本学

40 名（定員になり次第、締め切らせていただきます）

原則として計 2 日間、受講できる宮城県民の方
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大
学
生
活
美
術
学
科

短信

学
科
の
行
事

短
大
生
活
文
化
学
科
短信

　　
家
政
学
科
に
は
、こ
の
四
月
に
健

康
栄
養
学
専
攻
の
新
教
員
と
し
て

曽
根
正
彦
教
授（
臨
床
医
学
担

当
）、深
澤
律
子
講
師（
調
理
学
担

当
）、猪
股
沙
良
助
手
、中
野
目
実

里
助
手
、服
飾
文
化
専
攻
に
田
中

美
咲
副
手
の
五
名
が
加
わ
り
ま
し

た
。家
政
学
科
の
活
動
に
新
風
を
吹

き
込
み
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
こ
れ
ま
で
の
家
政
学
科
の
状
況
で
す
が
、ま
ず
四
月
四
日

に
入
学
式
が
あ
り
、新
入
生（
服
飾
文
化
専
攻
十
名
、健
康
栄
養
学

専
攻
三
十
四
名
）お
よ
び
編
入
学
生（
健
康
栄
養
学
専
攻
三
年
次
三

名
）を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
新
入
生

た
ち
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子
で
、今
後
の
学
生
生
活
の
期
待
の

膨
ら
み
と
不
安
の
解
消
に
大
い
に
貢
献
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
五
月
九
日
に
は
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
春
の
卒
業
生
の
合
格
率
は
七
十
％
で
、昨
年
よ
り
は
向
上

し
た
も
の
の
、引
き
続
き
一
層
の
受
験
生
の
支
援
体
制
の
改
善
・
強
化

が
必
要
で
す
。

　
六
月
に
は
十
日
に
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、今
年
度
は「
教
員
チ
ー

ム
」が
編
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、家
政
学
科
か
ら
も
多
く
の
教
員
が
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
競
技
に
参
加
し
、（
怪
我
を
恐
れ
つ
つ
）学
生
た
ち
と

汗
を
流
し
ま
し
た
。ま
た
、十
七
日
に
本
年
度
最
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
催
さ
れ
、昨
年
度
同
様
の
参
加
者
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。家
政
学
科
は
服
飾
文
化
専
攻
で
は
体
験
実
習
、健
康
栄
養
学

専
攻
で
は
学
内
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
六
、七
月
は
健
康
栄
養
学
専
攻
の
隣
地
実
習
や
教
育
実
習
と
い
っ

た
学
外
実
習
が
佳
境
を
迎
え
て
お
り
、学
生
た
ち
は
、実
習
先
で
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、充
実
感
と
と
も
に
本
学
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
定
期
試
験
、さ
ら
に
四
年
生
は
課
題
研

究
、就
職
活
動
、受
験
勉
強
や
残
り
の
学
外
実
習
と
多
く
の
試
練
を

迎
え
ま
す
が
、必
ず
や
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
、よ
り
一
層
の
成
長
を

遂
げ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
、新
入
生
を
迎
え
恒
例
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
プ
終
了
後
東
京
研
修
旅
行
が
あ
り
、西
洋
美
術
館
の
常
設
展
や

様
々
な
展
覧
会
な
ど
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。丁
度
日
本
画
の
非
常

勤
講
師
及
川
聡
子
先
生
の
個
展
が
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
せ
い
ほ
う
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。四
年
生
は
教
育
実
習
、就
職
活
動
本
番
を
迎

え
て
い
ま
す
。自
身
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
制
作
研
究
に
、就
職

活
動
に
努
力
し
て
い
ま
す
。四
月
に
開
催
さ
れ
た
河
北
美
術
展
で
は

卒
業
生
の
天
満
秀
人
さ
ん
が
最
高

賞
の
河
北
賞
、三
年
平
泉
晴
留
さ
ん

が
彫
刻
部
で
入
賞
、洋
画
部
で
四
年

黒
田
萌
さ
ん
、二
年
佐
藤
李
菜
さ
ん

が
入
選
他
卒
業
生
な
ど
の
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。昨
年
の
大
学
祭
時
に

開
催
さ
れ
た
学
内
コ
ン
ク
ー
ル
で
各

美
術
館
、画
廊
賞
を
受
賞
し
選
抜

さ
れ
た
学
生
に
よ
る
個
展
、グ
ル
ー
プ

展
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ギ
ャ
ラ
リ
ー

エ
チ
ゴ
賞
受
賞
者
作
品
展
石
井
雅
士
さ
ん
、西
脇
榛
奈
さ
ん
、山
本

紗
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さ
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ち
ギ
ャ
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リ
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エ
チ
ゴ
、タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
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ド
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受
賞
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展

伊
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誠
司
現
代
美
術

館
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澤
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ゼ
ミ
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司
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ラ
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ラ

展
」、晩
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廊
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ラ
ベ
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ペ
Ⅷ
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吉
田
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連
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も
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入
学
当
初
は
不
安
や
緊
張
な
ど
が
沢
山
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。し
か

し
、そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
が
経
ち
学
生
た
ち
は
、学
校
行
事
を
通
じ
て
大
学
生

活
に
も
少
し
ず
つ
で
す
が
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。現
在
で
は
、学
友

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
増
え
て
き
て
お
り
、大
学
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。一
方
、今
年
は
授
業
を
欠
席
す
る
学

生
も
い
て
、少
々
心
配
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、後
期
の
授
業
に
備
え
、夏

休
み
の
間
に
体
調
を
充
分
に
整
え
る
こ
と
を
し
て
頂
き
た
い
と
強
く
願
い
ま

す
。 

こ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
、保
護
者
の
皆
様
と
共
に
、学
生
へ
の
目
配
り
を
細

や
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
年
次
末
の
二
月
か
ら
三
月
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
実
習
」の
履
修

者
は
三
〜
五
日
間
の
ア
パ
レ
ル
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
臨
み
ま
し
た
。

店
舗
で
の
仕
事
の
実
際
を
学
び
、四
月
の
報
告
会
で
は
そ
の
成
果
を
報
告
い

た
し
ま
し
た
。二
年
次
に
な
り
、学
習
面
で
は
専
門
科
目
が
中
心
と
な
り
、レ

ポ
ー
ト
課
題
や
制
作
課
題
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、色
彩
検
定

等
の
資
格
試
験
に
臨
む
な
ど
、一
年
次
に
比
べ
る
と
、色
々
な
事
に
取
り
組
む

機
会
が
増
え
ま
し
た
。今
後
も
体
調
管
理
を
万
全
に
し
、日
々
の
積
み
重
ね

を
大
切
に
し
な
が
ら
様
々
な
事
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
四
月
に
は
、全
員
無
事
に
三
年
生
に
進
級
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。し
か
も
、取
得
単
位
数
に
つ
い
て
は
各
自
か
な
り
多
め
で
あ
り
、卒
業
に

向
け
て
単
位
数
の
観
点
か
ら
心
配
さ
れ
る
学
生
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。た
だ

単
位
の
質
の
面
か
ら
見
ま
す
と
、物
足
り
な
い
内
容
で
あ
る
学
生
の
い
る
こ

と
も
確
か
で
、こ
の
春
に
実
施
し
た
担
任
と
の
個
別
面
談
で
は
、こ
の
点
を
各

自
に
強
く
認
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
個
別
面
談
で
は
目
の
前
に
差
し

迫
っ
た
次
の
進
路
に
向
け
て
の
具
体
的
な
話
し
合
い
も
持
た
れ
ま
し
た
。な
か

な
か
具
体
的
な
目
標
設
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す

が
、今
後
の
個
人
面
談
に
お
け
る
継
続
の
主
要
話
題
と
し
て
十
分
な
話
し

合
い
を
持
つ
予
定
で
す
。

　
さ
て
、三
年
次
後
期
か
ら
は
い
よ
い
よ
課
題
研
究
が
始
ま
り
ま
す
。大
学
生

活
の
勉
学
の
集
大
成
と
も
い
え
る
必
修
科
目
で
す
の
で
、教
員
と
学
生
が一丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。こ
の
課
題
研
究
を
と
お
し
て
、学
生
に
困
難

に
立
ち
向
か
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
醸
成
を
し
な
が
ら
、具
体
的
な
次
の
進
路
に
向

け
た
指
導
を
心
掛
け
ま
す
。

　　
近
頃
の
服
飾
文
化
専
攻
四
年
生
は
、忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
お
り
、少
し

前
の
よ
う
に
授
業
や
学
内
の
各
所
で
会
う
機
会
が
減
り
ま
し
た
。し
か
し
、

常
に
学
生
た
ち
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。学

生
た
ち
は
、就
職
活
動
や
教
育
実
習
、課
題
研
究
、卒
業
に
向
け
て
の
単
位

取
得
等
々
、各
自
の
目
標
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
始
ま
る

博
物
館
実
務
実
習
に
向
け
て
の
準
備
を
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
四
年
前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
は
、こ
の
四
年
間
の
う
ち
、外
部
の
方

と
の
接
触
が
最
も
多
く
な
る
時
期
で
す
。い
ろ
い
ろ
と
思
い
悩
む
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。大
き
な
力
に
は
な
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、引
き
続

き
学
生
た
ち
を
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。

　
入
学
式
か
ら
四
ヶ
月
が
経
ち
、大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
か
と
思
い
ま

す
。ク
ラ
ス
の
状
況
と
し
て
、六
月
の
体
育
祭
で
は
、運
営
ス
タ
ッ
フ
や
そ
れ
ぞ

れ
思
い
思
い
の
コ
ス
プ
レ
姿
で
応
援
し
て
い
ま
し
た
。競
技
で
は
、み
ん
な
の
活

躍
や
応
援
に
よ
っ
て
総
合
三
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
六
月
の
ク
ラ
ス
懇
談
会
で
は
、自
動
車
の
運
転
免
許
は
三
年
時
の
学
外
実

習
の
前
に
取
得
す
る
方
が
学
業
に
影
響
が
少
な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
り

ま
す
。現
在
、前
期
の
試
験
に
向
け
て
勉
強
を
頑
張
る
時
期
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。試
験
の
手
応
え
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、保
護
者
の
皆
様
か
ら
お
声
掛
け

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
去
年
の
入
学
式
が
つ
い
先
日
の
よ
う
で
す
が
、お
か
げ
さ
ま
で
全
員
が
二
年

生
と
な
り
ま
し
た
。二
年
生
に
な
る
と
専
門
科
目
が
多
く
な
る
た
め
、四
月

に
な
っ
て
勉
強
面
で
と
ま
ど
う
学
生
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
し
た
。課
外
で

は
、六
月
に
ク
ラ
ス
の
男
子
が
中
心
と
な
っ
て
体
育
祭
が
運
営
さ
れ
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
競
技
で
は
二
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。二
年
生
の
こ
の

時
期
は一
年
生
の
時
の
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
が
薄
れ
て
い
く
一
方
で
、

三
・
四
年
生
の
よ
う
に
就
職
や
実
習
に
関
心
が
向
く
時
期
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。個
人
面
談
を
五
月
に
行
い
ま
し
た
が
、管
理
栄
養
士
合
格
と
い
う
目
的

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
四
月
に
、男
女
計
四
十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
我
が
ク
ラ
ス
の
学
生

た
ち
も
、も
う
三
年
生
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
男
・
女
一
名
ず
つ
が「
一
身

上
の
都
合
」で
退
学
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、こ
の
四
月
に
は
新
た
に
三
名
の

編
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。授
業
科
目
は
、専
門
の
講
義
、実
験
・
実
習
の

ほ
か
、来
年
度
末
に
迫
っ
て
き
た
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
向
け
た
対
策
セ

ミ
ナ
ー
も
新
た
な
科
目
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。ま
た
六
月
か
ら
は
給
食
管

理
の
校
外
実
習
も
始
ま
り
、当
該
学
生
は
そ
の
準
備
や
実
習
終
了
後
の
纏

め
な
ど
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
共
に
、

“

皆
が
仲
良
く
、且
つ
切
磋
琢
磨
し
合
い
な
が
ら
共
に
成
長
し

て
い
っ
て
頂
き
た
い”

と
願
い
つ
つ
、日
々
応
援
・
支
援
等
を
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
生
活
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
、学
業
と
就
職
活
動

で
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。学
業
で
は
、五
月
か
ら
病
院
で
の
臨
地
実

習
、六
月
か
ら
保
健
所
で
の
臨
地
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。併
せ
て
、家
庭
科

教
員
免
許
の
取
得
を
目
指
す
者
は
、五
月
に
教
育
実
習
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、四
月
か
ら
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
模
擬
試
験
が
毎
月
一
回
行
わ
れ
て

お
り
、国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
励
ん
で
い
ま
す
。就
職
活
動
で
は
、内
定
を

獲
得
し
た
学
生
も
出
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
る
学
生
た
ち
を
、教
員
の
立
場
で
支
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。ご
家
族
の
皆
様
も
、学
生
た
ち
を
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
四
月
に
入
学
し
て
か
ら
約
四
ヶ
月
。生
活
美
術
学
科
一
年
次
二
十
六
名

は
、ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
も
だ
い
ぶ
落
着
き
が
見
ら
れ
、少
し
ず
つ一
人
一
人
の
個

性
が
出
て
来
始
め
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
入
学
式
後
す
ぐ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
友
人
達
と
打
ち
解

け
る
の
に
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
学
生
も
お
り
ま
し
た
。五
月
に
は
個
人
や

グ
ル
ー
プ
で
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
巡
り
の
計
画
を
立
て
研
修
に
臨
ん
だ
東
京

研
修
旅
行
や
、六
月
の
体
育
祭
で
は
、生
活
美
術
学
科
な
ら
で
は
と
も
言
え

る
仮
装
・コ
ス
プ
レ
に
よ
る
競
技
参
加
も
あ
り
、見
応
え
あ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
後
期
の
授
業
に
向
け
、各
々
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
立
て
、

一年
生
で
し
か
体
験
で
き
な
い
大
切
な
時
間
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
二
年
生
に
進
級
し
、専
門
性
の
高
い
授
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。よ
り
高
度
な
技
術
に
触
れ
、個
人
制
作
・
ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
も
積
極

的
に
制
作
に
取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
夏
期
休
業
中
に
は
美
術
鑑
賞
研
修
旅
行
の
実
施
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も

始
ま
り
、社
会
人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
更
に
向
上
さ
せ
る
時
期
に
入
り
ま
し

た
。ま
た
、Ｐ
Ｂ
Ｌ
授
業
の一
環
と
し
て
大
衡
村
教
育
委
員
会
包
括
連
携
事

業
を
始
動
さ
せ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
計

画
等
、学
年
を
越
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。後
期
も
大
学
祭
を
は

じ
め
、様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
次
前
期
に
入
り
、専
門
科
目
と
技
法
研
究
Ⅰａ
を
履
修
し
、卒
業
制

作
や
進
路
を
見
据
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。春
先
か
ら
の
学
生
た
ち
の
活

躍
と
し
て
、平
泉
晴
留
さ
ん
が
第
八
十
回
河
北
美
術
展
宮
城
県
芸
術
協
会

賞
受
賞
、石
井
雅
士
さ
ん・
西
脇
榛
奈
さ
ん・
山
本
沙
也
さ
ん「
蠢
々
展
」伊
藤

陽
太
さ
ん・
我
妻
優
香
さ
ん「
伊
藤
と
我
妻
展
」三
年
次
有
志
九
名「
て
ん
で

ん
バ
ラ
バ
ラ
展
」佐
藤
雛
乃
さ
ん・
千
葉
達
仁
さ
ん「
二
人
展
」な
ど
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。大
衡
村
ふ
る
さ
と
美
術
館
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、伊
藤
陽

太
さ
ん・
熊
谷
翼
さ
ん・
鈴
木
美
穂
さ
ん・
長
岡
沙
彩
さ
ん
が
中
心
と
な
り
半

年
に
渡
り
研
究
と
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。成
果
は
八
月
十
九
日
か
ら
九
月
六

日
ま
で
大
衡
村
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
発
表
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

　
今
年
度
も
間
も
な
く
半
期
を
終
え
夏
季
休
業
を
迎
え
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。卒
業
学
年
を
迎
え
就
活
に
勤
し
む
学
生
た
ち
で
す
が
、早
々
と
内

定
を
取
る
者
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
就
活
や
教
育
実
習
等
で
思
う
よ
う
に
卒
業
制
作
を
進
め
ら
れ
な
い
学
生

も
い
ま
す
が
、ゼ
ミ
展
や
グ
ル
ー
プ
展
等
で
学
生
時
代
最
後
の
創
作
活
動
を

楽
し
む
者
も
多
く
、日
本
画
ゼ
ミ
展
に
相
田
純
平
さ
ん
、中
村
望
乃
さ
ん
、

三
浦
俊
成
さ
ん
、版
ゼ
ミ
Ｔ
シ
ャ
ツ
展
に
黒
田
萌
さ
ん
、鈴
木
美
緒
さ
ん
ら

が
、宮
城
水
彩
展
に
は
、大
学
推
薦
枠
で
中
村
望
乃
さ
ん
、石
川
愛
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。特
に
中
村
望
乃
さ
ん
は
三
年

次
終
わ
り
に「
第
六
回
い
わ
て
マ
ン
ガ
大
賞
」を
受
賞
し「
コ
ミ
ッ
ク
い
わ
て
．ロ

グ
」に
掲
載
さ
れ
る
活
躍
ぶ
り
で
す
。

　
栄
養
士
免
許
取
得
を
目
指
す
第
五
期
生
と
し
て
、三
十
人
が
入
学
し
ま

し
た
。入
学
式
翌
日
か
ら
ガ
イ
ダ
ン
ス
、そ
し
て
山
形
で
の一
泊
二
日
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
っ
た
短
大
生
活
も
既
に
四
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。最
初
は
緊
張
と
不
安
の
面
持
ち
で
あ
っ
た
学
生
た
ち
で
す
が
、五
月
の

面
談
で
は「
忙
し
い
け
れ
ど
充
実
し
て
い
る
」「
学
生
生
活
が
楽
し
い
」「
講
義

が
面
白
い
」と
い
っ
た
声
が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。六
月
の
体
育
祭
で
は
、

女
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
を
は
じ
め
、一
年
生
の
躍
動
す
る
姿
が
大
い
に
会

場
を
盛
り
上
げ
、ク
ラ
ス
の
結
束
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。授

業
の
み
な
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
多

く
、二
年
後
の
成
長
を
期
待
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
は
、新
年
度
か
ら
四
ヶ
月
経
過
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、通
常
の
授
業
に
加
え
、就
職
活
動
、校
外
実
習
な
ど一
年
生
の
頃
に
は

な
か
っ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
な
が
ら
も
毎
日
意
欲
的
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
お
い
て
は
、自
分
の
将
来
を
見
据
え
て
早
い
段
階
か
ら
積
極
的

に
会
社
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。六
月
に
は
仙
台
市

立
の
小
学
校
を
皮
切
り
に
校
外
実
習
が
始
ま
り
、実
習
生
と
し
て
緊
張
感

を
持
ち
な
が
ら
準
備
や
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
十
月
の
大
学
祭
で
は
、食
物
栄
養
学
専
攻
で
有
志
の
学
生
を
中
心
に
出

店
を
計
画
し
て
お
り
、日
頃
の
学
業
成
果
だ
け
で
な
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
も

求
め
ら
れ
る
た
め
、そ
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
四
月
、子
ど
も
生
活
専
攻
第
十
三
期
生
は
四
十
六
名
で
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。入
学
式
直
後
に
行
わ
れ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
ク

ラ
ス
内
が
ま
だ
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、六
月
に
行
わ
れ
た

体
育
祭
で
は
、全
力
を
尽
く
す
選
手
に
一
生
懸
命
仲
間
を
応
援
す
る
学
生

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、頼
も
し
く
感
じ
た
と
と
も
に
ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り

が一
層
強
ま
っ
た
の
も
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、附
属
ま
す
み
幼
稚
園
・
保
育
園

や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
見
学
実
習
で
は
、保
育
者
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
を
改
め
て
深
く
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
今
は
十
月
の
大
学
祭
で
行
わ
れ
る「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
」に
向
け
て
、ク

ラ
ス
全
員
で
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。皆
で
協
力
し
て
話
し
合
い
、よ
り

よ
い
も
の
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
姿
は
、未
来
の
保
育
者
と
し
て
の
期
待
が

ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
す
。

　
短
大
の
二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で
、同
じ

志
を
も
つ
仲
間
同
士
が
、深
く
学
び
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、二
年
生
に
な
っ
て
本
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。五
月
下
旬
か

ら
保
育
所
実
習
Ⅰ
を
経
験
し
、六
月
下
旬
に
は
保
育
所
実
習
Ⅱ
を
終
え

て
き
ま
し
た
。二
回
の
実
習
を
経
た「
保
育
者
の
卵
」た
ち
の
顔
は
、ど
こ
か

し
っ
か
り
し
た
印
象
に
な
り
ま
し
た
。今
は
、七
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
児
童

福
祉
施
設
等
で
行
わ
れ
る
施
設
実
習
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。施
設
実
習
の
後
も
十
月
上
旬
か
ら一ヶ
月
に
亘
る
幼
稚
園

教
育
実
習
が
待
っ
て
い
ま
す
。実
習
を
通
し
て
学
び
得
た
も
の
は
、生
涯
の

宝
物
と
な
る
は
ず
で
す
。机
上
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
体
験
的
に
学
び
、保

育
者
と
し
て
、又
、人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。
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入
学
当
初
は
不
安
や
緊
張
な
ど
が
沢
山
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。し
か

し
、そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
が
経
ち
学
生
た
ち
は
、学
校
行
事
を
通
じ
て
大
学
生

活
に
も
少
し
ず
つ
で
す
が
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。現
在
で
は
、学
友

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
増
え
て
き
て
お
り
、大
学
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。一
方
、今
年
は
授
業
を
欠
席
す
る
学

生
も
い
て
、少
々
心
配
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、後
期
の
授
業
に
備
え
、夏

休
み
の
間
に
体
調
を
充
分
に
整
え
る
こ
と
を
し
て
頂
き
た
い
と
強
く
願
い
ま

す
。 

こ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
、保
護
者
の
皆
様
と
共
に
、学
生
へ
の
目
配
り
を
細

や
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
年
次
末
の
二
月
か
ら
三
月
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
実
習
」の
履
修

者
は
三
〜
五
日
間
の
ア
パ
レ
ル
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
臨
み
ま
し
た
。

店
舗
で
の
仕
事
の
実
際
を
学
び
、四
月
の
報
告
会
で
は
そ
の
成
果
を
報
告
い

た
し
ま
し
た
。二
年
次
に
な
り
、学
習
面
で
は
専
門
科
目
が
中
心
と
な
り
、レ

ポ
ー
ト
課
題
や
制
作
課
題
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、色
彩
検
定

等
の
資
格
試
験
に
臨
む
な
ど
、一
年
次
に
比
べ
る
と
、色
々
な
事
に
取
り
組
む

機
会
が
増
え
ま
し
た
。今
後
も
体
調
管
理
を
万
全
に
し
、日
々
の
積
み
重
ね

を
大
切
に
し
な
が
ら
様
々
な
事
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
四
月
に
は
、全
員
無
事
に
三
年
生
に
進
級
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。し
か
も
、取
得
単
位
数
に
つ
い
て
は
各
自
か
な
り
多
め
で
あ
り
、卒
業
に

向
け
て
単
位
数
の
観
点
か
ら
心
配
さ
れ
る
学
生
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。た
だ

単
位
の
質
の
面
か
ら
見
ま
す
と
、物
足
り
な
い
内
容
で
あ
る
学
生
の
い
る
こ

と
も
確
か
で
、こ
の
春
に
実
施
し
た
担
任
と
の
個
別
面
談
で
は
、こ
の
点
を
各

自
に
強
く
認
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
個
別
面
談
で
は
目
の
前
に
差
し

迫
っ
た
次
の
進
路
に
向
け
て
の
具
体
的
な
話
し
合
い
も
持
た
れ
ま
し
た
。な
か

な
か
具
体
的
な
目
標
設
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す

が
、今
後
の
個
人
面
談
に
お
け
る
継
続
の
主
要
話
題
と
し
て
十
分
な
話
し

合
い
を
持
つ
予
定
で
す
。

　
さ
て
、三
年
次
後
期
か
ら
は
い
よ
い
よ
課
題
研
究
が
始
ま
り
ま
す
。大
学
生

活
の
勉
学
の
集
大
成
と
も
い
え
る
必
修
科
目
で
す
の
で
、教
員
と
学
生
が一丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。こ
の
課
題
研
究
を
と
お
し
て
、学
生
に
困
難

に
立
ち
向
か
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
醸
成
を
し
な
が
ら
、具
体
的
な
次
の
進
路
に
向

け
た
指
導
を
心
掛
け
ま
す
。

　　
近
頃
の
服
飾
文
化
専
攻
四
年
生
は
、忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
お
り
、少
し

前
の
よ
う
に
授
業
や
学
内
の
各
所
で
会
う
機
会
が
減
り
ま
し
た
。し
か
し
、

常
に
学
生
た
ち
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。学

生
た
ち
は
、就
職
活
動
や
教
育
実
習
、課
題
研
究
、卒
業
に
向
け
て
の
単
位

取
得
等
々
、各
自
の
目
標
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
始
ま
る

博
物
館
実
務
実
習
に
向
け
て
の
準
備
を
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
四
年
前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
は
、こ
の
四
年
間
の
う
ち
、外
部
の
方

と
の
接
触
が
最
も
多
く
な
る
時
期
で
す
。い
ろ
い
ろ
と
思
い
悩
む
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。大
き
な
力
に
は
な
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、引
き
続

き
学
生
た
ち
を
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。

　
入
学
式
か
ら
四
ヶ
月
が
経
ち
、大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
か
と
思
い
ま

す
。ク
ラ
ス
の
状
況
と
し
て
、六
月
の
体
育
祭
で
は
、運
営
ス
タ
ッ
フ
や
そ
れ
ぞ

れ
思
い
思
い
の
コ
ス
プ
レ
姿
で
応
援
し
て
い
ま
し
た
。競
技
で
は
、み
ん
な
の
活

躍
や
応
援
に
よ
っ
て
総
合
三
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
六
月
の
ク
ラ
ス
懇
談
会
で
は
、自
動
車
の
運
転
免
許
は
三
年
時
の
学
外
実

習
の
前
に
取
得
す
る
方
が
学
業
に
影
響
が
少
な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
り

ま
す
。現
在
、前
期
の
試
験
に
向
け
て
勉
強
を
頑
張
る
時
期
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。試
験
の
手
応
え
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、保
護
者
の
皆
様
か
ら
お
声
掛
け

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
去
年
の
入
学
式
が
つ
い
先
日
の
よ
う
で
す
が
、お
か
げ
さ
ま
で
全
員
が
二
年

生
と
な
り
ま
し
た
。二
年
生
に
な
る
と
専
門
科
目
が
多
く
な
る
た
め
、四
月

に
な
っ
て
勉
強
面
で
と
ま
ど
う
学
生
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
し
た
。課
外
で

は
、六
月
に
ク
ラ
ス
の
男
子
が
中
心
と
な
っ
て
体
育
祭
が
運
営
さ
れ
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
競
技
で
は
二
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。二
年
生
の
こ
の

時
期
は一
年
生
の
時
の
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
が
薄
れ
て
い
く
一
方
で
、

三
・
四
年
生
の
よ
う
に
就
職
や
実
習
に
関
心
が
向
く
時
期
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。個
人
面
談
を
五
月
に
行
い
ま
し
た
が
、管
理
栄
養
士
合
格
と
い
う
目
的

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
四
月
に
、男
女
計
四
十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
我
が
ク
ラ
ス
の
学
生

た
ち
も
、も
う
三
年
生
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
男
・
女
一
名
ず
つ
が「
一
身

上
の
都
合
」で
退
学
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、こ
の
四
月
に
は
新
た
に
三
名
の

編
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。授
業
科
目
は
、専
門
の
講
義
、実
験
・
実
習
の

ほ
か
、来
年
度
末
に
迫
っ
て
き
た
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
向
け
た
対
策
セ

ミ
ナ
ー
も
新
た
な
科
目
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。ま
た
六
月
か
ら
は
給
食
管

理
の
校
外
実
習
も
始
ま
り
、当
該
学
生
は
そ
の
準
備
や
実
習
終
了
後
の
纏

め
な
ど
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
共
に
、

“

皆
が
仲
良
く
、且
つ
切
磋
琢
磨
し
合
い
な
が
ら
共
に
成
長
し

て
い
っ
て
頂
き
た
い”

と
願
い
つ
つ
、日
々
応
援
・
支
援
等
を
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
生
活
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
、学
業
と
就
職
活
動

で
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。学
業
で
は
、五
月
か
ら
病
院
で
の
臨
地
実

習
、六
月
か
ら
保
健
所
で
の
臨
地
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。併
せ
て
、家
庭
科

教
員
免
許
の
取
得
を
目
指
す
者
は
、五
月
に
教
育
実
習
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、四
月
か
ら
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
模
擬
試
験
が
毎
月
一
回
行
わ
れ
て

お
り
、国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
励
ん
で
い
ま
す
。就
職
活
動
で
は
、内
定
を

獲
得
し
た
学
生
も
出
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
る
学
生
た
ち
を
、教
員
の
立
場
で
支
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。ご
家
族
の
皆
様
も
、学
生
た
ち
を
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
四
月
に
入
学
し
て
か
ら
約
四
ヶ
月
。生
活
美
術
学
科
一
年
次
二
十
六
名

は
、ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
も
だ
い
ぶ
落
着
き
が
見
ら
れ
、少
し
ず
つ一
人
一
人
の
個

性
が
出
て
来
始
め
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
入
学
式
後
す
ぐ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
友
人
達
と
打
ち
解

け
る
の
に
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
学
生
も
お
り
ま
し
た
。五
月
に
は
個
人
や

グ
ル
ー
プ
で
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
巡
り
の
計
画
を
立
て
研
修
に
臨
ん
だ
東
京

研
修
旅
行
や
、六
月
の
体
育
祭
で
は
、生
活
美
術
学
科
な
ら
で
は
と
も
言
え

る
仮
装
・コ
ス
プ
レ
に
よ
る
競
技
参
加
も
あ
り
、見
応
え
あ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
後
期
の
授
業
に
向
け
、各
々
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
立
て
、

一年
生
で
し
か
体
験
で
き
な
い
大
切
な
時
間
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
二
年
生
に
進
級
し
、専
門
性
の
高
い
授
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。よ
り
高
度
な
技
術
に
触
れ
、個
人
制
作
・
ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
も
積
極

的
に
制
作
に
取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
夏
期
休
業
中
に
は
美
術
鑑
賞
研
修
旅
行
の
実
施
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も

始
ま
り
、社
会
人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
更
に
向
上
さ
せ
る
時
期
に
入
り
ま
し

た
。ま
た
、Ｐ
Ｂ
Ｌ
授
業
の一
環
と
し
て
大
衡
村
教
育
委
員
会
包
括
連
携
事

業
を
始
動
さ
せ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
計

画
等
、学
年
を
越
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。後
期
も
大
学
祭
を
は

じ
め
、様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
次
前
期
に
入
り
、専
門
科
目
と
技
法
研
究
Ⅰａ
を
履
修
し
、卒
業
制

作
や
進
路
を
見
据
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。春
先
か
ら
の
学
生
た
ち
の
活

躍
と
し
て
、平
泉
晴
留
さ
ん
が
第
八
十
回
河
北
美
術
展
宮
城
県
芸
術
協
会

賞
受
賞
、石
井
雅
士
さ
ん・
西
脇
榛
奈
さ
ん・
山
本
沙
也
さ
ん「
蠢
々
展
」伊
藤

陽
太
さ
ん・
我
妻
優
香
さ
ん「
伊
藤
と
我
妻
展
」三
年
次
有
志
九
名「
て
ん
で

ん
バ
ラ
バ
ラ
展
」佐
藤
雛
乃
さ
ん・
千
葉
達
仁
さ
ん「
二
人
展
」な
ど
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。大
衡
村
ふ
る
さ
と
美
術
館
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、伊
藤
陽

太
さ
ん・
熊
谷
翼
さ
ん・
鈴
木
美
穂
さ
ん・
長
岡
沙
彩
さ
ん
が
中
心
と
な
り
半

年
に
渡
り
研
究
と
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。成
果
は
八
月
十
九
日
か
ら
九
月
六

日
ま
で
大
衡
村
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
発
表
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

　
今
年
度
も
間
も
な
く
半
期
を
終
え
夏
季
休
業
を
迎
え
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。卒
業
学
年
を
迎
え
就
活
に
勤
し
む
学
生
た
ち
で
す
が
、早
々
と
内

定
を
取
る
者
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
就
活
や
教
育
実
習
等
で
思
う
よ
う
に
卒
業
制
作
を
進
め
ら
れ
な
い
学
生

も
い
ま
す
が
、ゼ
ミ
展
や
グ
ル
ー
プ
展
等
で
学
生
時
代
最
後
の
創
作
活
動
を

楽
し
む
者
も
多
く
、日
本
画
ゼ
ミ
展
に
相
田
純
平
さ
ん
、中
村
望
乃
さ
ん
、

三
浦
俊
成
さ
ん
、版
ゼ
ミ
Ｔ
シ
ャ
ツ
展
に
黒
田
萌
さ
ん
、鈴
木
美
緒
さ
ん
ら

が
、宮
城
水
彩
展
に
は
、大
学
推
薦
枠
で
中
村
望
乃
さ
ん
、石
川
愛
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。特
に
中
村
望
乃
さ
ん
は
三
年

次
終
わ
り
に「
第
六
回
い
わ
て
マ
ン
ガ
大
賞
」を
受
賞
し「
コ
ミ
ッ
ク
い
わ
て
．ロ

グ
」に
掲
載
さ
れ
る
活
躍
ぶ
り
で
す
。

　
栄
養
士
免
許
取
得
を
目
指
す
第
五
期
生
と
し
て
、三
十
人
が
入
学
し
ま

し
た
。入
学
式
翌
日
か
ら
ガ
イ
ダ
ン
ス
、そ
し
て
山
形
で
の一
泊
二
日
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
っ
た
短
大
生
活
も
既
に
四
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。最
初
は
緊
張
と
不
安
の
面
持
ち
で
あ
っ
た
学
生
た
ち
で
す
が
、五
月
の

面
談
で
は「
忙
し
い
け
れ
ど
充
実
し
て
い
る
」「
学
生
生
活
が
楽
し
い
」「
講
義

が
面
白
い
」と
い
っ
た
声
が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。六
月
の
体
育
祭
で
は
、

女
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
を
は
じ
め
、一
年
生
の
躍
動
す
る
姿
が
大
い
に
会

場
を
盛
り
上
げ
、ク
ラ
ス
の
結
束
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。授

業
の
み
な
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
多

く
、二
年
後
の
成
長
を
期
待
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
は
、新
年
度
か
ら
四
ヶ
月
経
過
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、通
常
の
授
業
に
加
え
、就
職
活
動
、校
外
実
習
な
ど一
年
生
の
頃
に
は

な
か
っ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
な
が
ら
も
毎
日
意
欲
的
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
お
い
て
は
、自
分
の
将
来
を
見
据
え
て
早
い
段
階
か
ら
積
極
的

に
会
社
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。六
月
に
は
仙
台
市

立
の
小
学
校
を
皮
切
り
に
校
外
実
習
が
始
ま
り
、実
習
生
と
し
て
緊
張
感

を
持
ち
な
が
ら
準
備
や
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
十
月
の
大
学
祭
で
は
、食
物
栄
養
学
専
攻
で
有
志
の
学
生
を
中
心
に
出

店
を
計
画
し
て
お
り
、日
頃
の
学
業
成
果
だ
け
で
な
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
も

求
め
ら
れ
る
た
め
、そ
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
四
月
、子
ど
も
生
活
専
攻
第
十
三
期
生
は
四
十
六
名
で
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。入
学
式
直
後
に
行
わ
れ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
ク

ラ
ス
内
が
ま
だ
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、六
月
に
行
わ
れ
た

体
育
祭
で
は
、全
力
を
尽
く
す
選
手
に
一
生
懸
命
仲
間
を
応
援
す
る
学
生

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、頼
も
し
く
感
じ
た
と
と
も
に
ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り

が一
層
強
ま
っ
た
の
も
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、附
属
ま
す
み
幼
稚
園
・
保
育
園

や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
見
学
実
習
で
は
、保
育
者
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
を
改
め
て
深
く
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
今
は
十
月
の
大
学
祭
で
行
わ
れ
る「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
」に
向
け
て
、ク

ラ
ス
全
員
で
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。皆
で
協
力
し
て
話
し
合
い
、よ
り

よ
い
も
の
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
姿
は
、未
来
の
保
育
者
と
し
て
の
期
待
が

ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
す
。

　
短
大
の
二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で
、同
じ

志
を
も
つ
仲
間
同
士
が
、深
く
学
び
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、二
年
生
に
な
っ
て
本
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。五
月
下
旬
か

ら
保
育
所
実
習
Ⅰ
を
経
験
し
、六
月
下
旬
に
は
保
育
所
実
習
Ⅱ
を
終
え

て
き
ま
し
た
。二
回
の
実
習
を
経
た「
保
育
者
の
卵
」た
ち
の
顔
は
、ど
こ
か

し
っ
か
り
し
た
印
象
に
な
り
ま
し
た
。今
は
、七
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
児
童

福
祉
施
設
等
で
行
わ
れ
る
施
設
実
習
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。施
設
実
習
の
後
も
十
月
上
旬
か
ら一ヶ
月
に
亘
る
幼
稚
園

教
育
実
習
が
待
っ
て
い
ま
す
。実
習
を
通
し
て
学
び
得
た
も
の
は
、生
涯
の

宝
物
と
な
る
は
ず
で
す
。机
上
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
体
験
的
に
学
び
、保

育
者
と
し
て
、又
、人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。
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大
学
服
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攻

　1
年

大
学
服
飾
文
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専
攻

　2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

大
学
生
活
美
術
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科

　1
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　3
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　1
年

広報

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　2
年

ク
ラ
ス
だ
よ
り

（
平
成
二
十
九
年
度
前
期
）
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　私は赴任前に勤務医でしたので、研究歴と臨床歴を併せて紹介させて
いただきます。
　30年前は臨床を学びながら自分の研究を進めて博士号を取得するの
が慣例で、私は東北大学医学部第二内科（現在の腎・高血圧・内分泌
科）に入局しました。教授は高血圧や内分泌の分野で著名な吉永先生で、
様々な症状を総合的に考えて患者を診るように総合内科的な臨床指導を
していただきました。
　初期研修の後、第二内科の神経内分泌グループで毛利先生（元名取
市医師会長）から研究の指導を受けました。この研究室からは３名の東北
大学教授を輩出しており、ランセット（医学四大誌の一つ）にも論文を採用さ
れています。私も在籍中、（英文和文総計）110の論文と130の学会演題
を発表させていただきました。七夕前夜祭の花火を実験の合間に眺めたり、
どんと祭の鐘の音を聞きながら遅くまで研究していた頃を懐かしく思います。
　私の研究テーマはCRH・MCH・BNP・エンドセリン等、食欲調節因子や
心血管作動性のpeptideでした。博士号は中枢神経や末梢で血圧や食
欲を調節するNeuropeptide Y (NPY)という神経伝達物質の研究でし
た。NPYは内分泌性高血圧症の褐色細胞腫や小児の神経芽細胞腫で
高値なので診断に有用です。私の研究で少量の血液でも測定可能となり、
小児外科との研究が県立こども病院の林前院長との共著になりました。これ
らNPYの研究をNew York Academy of Sciencesで発表し、私の海
外デビューとなりました。
　その後、英国ロンドン大学の糖尿病専門の研究室に留学して、脳腸管
peptide受容体の研究をして論文を発表して来ました。その後の研究につ
いては、直近10年分が本学のHPに掲載してありますのでご参照下さい。

　大学卒業後、管理栄養士の有志と糖尿病の勉強会を行っていました。
アメリカのジョスリン糖尿病センターの糖尿病食のレシピ本を翻訳し、実際
に調理し、試食するという勉強会でした。アメリカの糖尿病食を食べてみて、
日本人には日本人のためのレシピが必要なのではと考えました。
　それ以後「和食による糖尿病の予防」が私の研究のテーマ、ライフワー
クになりました。一方、娘が通っていた幼稚園で小麦アレルギーに対応した
給食の献立とおやつのレシピ開発を依頼され、食物アレルギーについて学
び、郷土料理などを取り入れた和食中心の献立を考えました。おやつも小
麦アレルギーに対応し、米粉・片栗粉・寒天等を使ってレシピを作りました。
　米粉は小麦粉に比べて、保水率が20％ほど高く、お菓子やパンに米粉
を使うと、しっとりとして、のどごしがよく、乾燥しにくく、食味が良いことがわか
りました。特に、宮城県産の米粉、団子の粉を使用したクレープは、小麦粉
で作るよりもおいしいため、当時教えに行っていた短大や専門学校の実習
に取り入れました。その後、学び直しのために改めて大学院に進学し、「慢性
疾患通院患者の中食利用に関する研究」をテーマに研究を行いました。
　2ヶ月かけて100名以上の患者さんに直接お話を伺って調査ができたこ
とは貴重な経験でした。「この病院で食事指導を受けて血糖値が安定しまし
た。先生から、もう薬を使わなくても良いですよと言われ、とても幸せです」と
いう言葉を聞き、管理栄養士の仕事の重要性を再確認しました。
　今後も、和食を中心にした健康で美味しい食事作り、和食を中心にした
健康的な食環境作りの研究を進めていきたいと思います。

　「小１プロブレム」という言葉が提起されたのは２０年ほど前でしょうか。こ
れは幼稚園・保育所と小学校との学びの形があまりに違うために、入学した
ばかりの子どもたちが小学校に適応できず、集団行動が取れなかったり、教
師の話を聞かない・指示に従わない・勝手に歩き回ったりするといった行動
が見られ、時にはその混乱状態が学年末まで続く状況を指しています。この
問題の解消のために、小学校と幼稚園・保育所ではスタートカリキュラムや
アプローチカリキュラムといったスムーズな接続のための特別な教育課程
を編成してきました。また、私が小学校に勤務していた時は、クラスの中に保
護者や地域の方々に入って、教師をサポートしてもらうといった取組を行った
り、幼稚園・保育所の先生方との引継ぎを特に緊密に行ったりしてきました。
そして今年３月３１日、新しい幼稚園教育要領・保育所保育指針・小学校学
習指導要領・中学校学習指導要領が告示され、学校間の接続が大きく取
り上げられることとなりました。その発達段階における学びの形は違っていて
も、幼稚園教育や小学校教育、そして中学校教育において育みたい資質や
能力は、やがて社会の一員となり社会を切り拓いていく子供たちにとって一
本の共通する柱となるべきものです。この考え方がしっかりと打ち出され、

「幼児教育で基礎が培われ、小学校以上の教科等の指導で一層成長す
る」ものであると明記されたのです。
　私はこれから幼児教育の現場に向かう学生たちに、幼児教育の意義や

「どんな大人になってほしいのか」という大きな目的を見据えて保育にあたっ
てほしいと願っています。そして、そのために小学校教育とどのような連携を
図るべきかを考えてほしいと思います。特に私が担当している保育の５領域
の中の「表現」のみならず、他の先生方とも連携を図りながら指導にあたり、
素晴らしい保育者を育てていきたいと思っています。

　院生時、恩師に薦められたシェリング『人間的自由の本質』に衝撃を受け
て、彼の哲学にのめり込んで行ったことが、「私の研究」の始まりでした。以来
10年、シェリングをはじめとする西洋思想の文献学的な研究に取り組み、と
くに「人間はなぜ善と悪をなすのか」、「人間にとって最高のものは何か」な
どの命題から、人間のよりよい在り方や生き方などを形而上学的に考察して
きました。
　哲学は、人間の原理を深く見つめ直していく学問である点において、人間
形成論でもあります。人格が形成されてくる過程で、人間の中に善悪の概念
が生まれること、善と悪との能力としての自由を行使する存在として形作られ
ていくこと、善悪の相克に苛まれる精神を癒しえる概念が存在することを、諸
哲学の研究を通して確認してきました。とりわけ、シェリング哲学の検証を通じ
て培われた、物事の「何」をではなく、物事の「あること」を問うという学術的な
姿勢は、現在に至るまで、私の研究活動の基盤となっています。
　また、シェリングは哲学と道徳の本質を同じ「高昇」として捉えましたが、そこ
から哲学と道徳教育との関係に関心を持ち、さらには、子どもの人格形成
や、人間の在り方や生き方に大きな影響を与える教育に興味を抱くようにな
りました。最近では、心身の発達とともに子どもの中に芽生えてくる、善悪の
問題への深い見識を持つことが、子どものよりよい育成の手立てになるので
はないかと考え、哲学と教育とのつながりに注目しています。
　今後は、シェリングの思想に影響を受けたフレーベルの教育思想と、その
フレーベルの思想に影響を受けた倉橋惣三の教育思想を分析しながら、
近代教育学と西洋哲学との接点を探っていきたいと思います。
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私 の 研 究

広報

教務課　松山 恒博

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

　私は赴任前に勤務医でしたので、研究歴と臨床歴を併せて紹介させて
いただきます。
　30年前は臨床を学びながら自分の研究を進めて博士号を取得するの
が慣例で、私は東北大学医学部第二内科（現在の腎・高血圧・内分泌
科）に入局しました。教授は高血圧や内分泌の分野で著名な吉永先生で、
様々な症状を総合的に考えて患者を診るように総合内科的な臨床指導を
していただきました。
　初期研修の後、第二内科の神経内分泌グループで毛利先生（元名取
市医師会長）から研究の指導を受けました。この研究室からは３名の東北
大学教授を輩出しており、ランセット（医学四大誌の一つ）にも論文を採用さ
れています。私も在籍中、（英文和文総計）110の論文と130の学会演題
を発表させていただきました。七夕前夜祭の花火を実験の合間に眺めたり、
どんと祭の鐘の音を聞きながら遅くまで研究していた頃を懐かしく思います。
　私の研究テーマはCRH・MCH・BNP・エンドセリン等、食欲調節因子や
心血管作動性のpeptideでした。博士号は中枢神経や末梢で血圧や食
欲を調節するNeuropeptide Y (NPY)という神経伝達物質の研究でし
た。NPYは内分泌性高血圧症の褐色細胞腫や小児の神経芽細胞腫で
高値なので診断に有用です。私の研究で少量の血液でも測定可能となり、
小児外科との研究が県立こども病院の林前院長との共著になりました。これ
らNPYの研究をNew York Academy of Sciencesで発表し、私の海
外デビューとなりました。
　その後、英国ロンドン大学の糖尿病専門の研究室に留学して、脳腸管
peptide受容体の研究をして論文を発表して来ました。その後の研究につ
いては、直近10年分が本学のHPに掲載してありますのでご参照下さい。

　大学卒業後、管理栄養士の有志と糖尿病の勉強会を行っていました。
アメリカのジョスリン糖尿病センターの糖尿病食のレシピ本を翻訳し、実際
に調理し、試食するという勉強会でした。アメリカの糖尿病食を食べてみて、
日本人には日本人のためのレシピが必要なのではと考えました。
　それ以後「和食による糖尿病の予防」が私の研究のテーマ、ライフワー
クになりました。一方、娘が通っていた幼稚園で小麦アレルギーに対応した
給食の献立とおやつのレシピ開発を依頼され、食物アレルギーについて学
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麦アレルギーに対応し、米粉・片栗粉・寒天等を使ってレシピを作りました。
　米粉は小麦粉に比べて、保水率が20％ほど高く、お菓子やパンに米粉
を使うと、しっとりとして、のどごしがよく、乾燥しにくく、食味が良いことがわか
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いう言葉を聞き、管理栄養士の仕事の重要性を再確認しました。
　今後も、和食を中心にした健康で美味しい食事作り、和食を中心にした
健康的な食環境作りの研究を進めていきたいと思います。
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　今後は、シェリングの思想に影響を受けたフレーベルの教育思想と、その
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っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。教
員
と
し
て
伝
え
た
い
の
は
礼
儀・

礼
節・気
持
ち
で
あ
り
、サ
ポ
ー
ト
し
た
選
手
が
勝
つ
と
嬉
し
い
気
持
ち
と
、サ

ポ
ー
ト
し
た
患
者
さ
ん
が
退
院
し
て
嬉
し
い
気
持
ち
は
同
じ
な
の
だ
と
指
導
を

し
て
い
ま
す
。箱
庭
を
飛
び
出
し
学
生
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
選
手・地
域
か
ら

教
わ
り
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
、今
年
一月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国

準
優
勝
を
飾
る
よ
う
な
学
生
も
出
て
き
ま
し
た
。ま
た
今
年
は
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
か
ら
全
日
本
選
手
権
に
出
場
す
る
選
手
も
み
ら
れ
ま
し
た
。加
え
て
研
究

室
で
行
っ
て
い
る
高
齢
者
筋
ト
レ
と
栄
養
の
研
究
も
注
目
さ
れ
て
き
た
中
で
、

本
年
度
五
月
よ
り
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
称
し
た
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎

え
る
中
で
、東
北
の
選
手
に
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
を
勉
強
し
て
も
ら
い
、且
つ
選
手
を

東
北
の
食
材
で
強
く
し
た
い
と
す
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。既
に
い
く
つ

か
の
依
頼
が
き
て
お
り
、息
の
長
い
取
り
組
み
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

　教
務
課
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
松

山
で
す
。私
の
主
な
業
務
は
教
員
免
許

申
請
と
成
績
に
関
す
る
事
務
処
理
、

各
種
窓
口
業
務
な
ど
で
す
。教
務
の
他

に
弓
道
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
と
し
て
体
配

と
技
術
指
導
を
教
え
て
お
り
ま
す
。

　窓
口
で
は
履
修
の
相
談
や
証
明

書
の
取
得
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
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事
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動
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介

大
学・短
大
新
棟
建
設
工
事
中

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
研
究
室
の
活
動

大
学
教
授

大
学
教
授

大
学
教
授

大
学
助
手

大
学
助
手

大
学
助
手

大
学
副
手

短
大
教
授

短
大
准
教
授

短
大
助
手

片
山 

正
文

加
藤 

浩
文

川
村 

奎
子

遠
藤 

彩
紗

加
藤 

ゆ
き

中
川 

美
希

山
田 

芳
恵

朝
倉 

　清

阿
部 

陽
子

岡
部 

美
喜
子

退
職
の
教
職
員

大
学
教
授

大
学
講
師

大
学
助
手

大
学
助
手

大
学
助
手

大
学
助
手

大
学
副
手

短
大
准
教
授

短
大
講
師

短
大
助
手

曽
根 

正
彦

深
澤 

律
子

猪
股 

沙
良

佐
藤 

あ
ゆ
美

加
藤 

祐
史

中
野
目 

実
里

田
中 

美
咲

横
山 

美
喜
子

安
部 

日
珠
沙

佐
藤 

麻
菜
実

新
任
の
教
職
員

▲ 完成イメージ▲ 階段教室（講義室）

▲ エントランス

▲ 学生食堂



就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

新校舎新築工事地鎮祭
6月7日(水)、大学新校舎新築工事の地鎮祭が執り行わ

れました。浅尾理事長をはじめ、学園関係者が参列し、工

事の安全を祈願いたしました。

「八木山つどいの家」
壁画設置

障害者福祉事業所「八木山つどいの家」壁面に、モ

ザイク画を設置しました。このモザイク画は、絵本作

家五味太郎さんの原案をもとに、生活美術学科の

森敏美教授はじめ、在学生、卒業生が制作しました。

入学式
4月4日(火)、平成29年度大学・短大入学式を挙行

いたしました。当日は天気も良く、風も穏やかで絶好の

入学式日和となりました。

日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
・
研
究
に
つ
い
て
御
理
解
と

御
支
援
を
賜
わ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
皆
様
に

年
二
回
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
本
広
報
Ｔ
Ｓ
Ｂ
は
今

号
で
第
十
一
号
を
数
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
御
愛
読
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
も
何
卒
よ
ろ
し

く
御
指
導
・
御
鞭
撻
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、今
年
も
早
い
も
の
で
入
学
式
か
ら
四
ヶ
月
が

経
ち
、新
入
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
っ
か
り
馴
染
ん
で

元
気
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す
。ま
た
卒
業
生
は
大
学
・

短
大
生
活
の
締
め
く
く
り
と
就
職
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。今
年
の
求
人
も
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
同
様
順
調

で
す
。本
学
で
は
こ
れ
ま
で
同
様
就
職
支
援
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
が
、保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、就
職
活
動
に
頑
張
る
お
子
様
の
御
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

昨
年
度
も
求
人
、採
用
と
も
順
調
で
、管
理
栄
養
士
、

栄
養
士
、保
育
士
な
ど
と
し
て
採
用
さ
れ
る
傾
向
も
例

年
通
り
で
し
た
。新
し
い
傾
向
と
し
て
目
立
っ
た
の
は

公
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
卒
業
生
が
増
え
た
こ
と

で
す
。後
援
会
の
御
支
援
も
頂
い
て
始
め
た
公
務
員
試

験
対
策
講
座
が
浸
透
し
て
き
た
お
か
げ
で
は
な
い
か

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
は
、一
昨
年
末
に
文
科
省
事
業
に
採
択

さ
れ
て
導
入
し
た
様
々
な
新
鋭
機
器
を
本
学
の
教
育
・

研
究
の
高
度
化
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
か
に
は
東
北
の
大
学
で
は
本
学
唯
一
と
い
う
素
晴

ら
し
い
機
器
も
あ
り
、学
生
達
も
そ
の
性
能
に
眼
を
見

張
り
な
が
ら
誇
り
を
持
っ
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
は
第
三
者
評
価
の
多
い
年
で
し
た
。私

学
事
業
団
に
よ
る
実
地
調
査
、厚
生
局
に
よ
る
栄
養
士

養
成
施
設
の
実
地
検
査
、文
科
省
に
よ
る
学
校
法
人
運

営
の
現
地
調
査
な
ど
で
、各
学
科
・
専
攻
の
専
門
教
育
、

栄
養
士
、教
員
、保
育
士
、管
理
栄
養
士
な
ど
様
々
な
資

格
取
得
の
た
め
の
教
育
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。法
人
運
営
実
地
調
査
で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

た
学
生
達
の
受
け
答
え
が
非
常
に
良
か
っ
た
と
の
お

褒
め
に
預
か
り
ま
し
た
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
学
生
の

建
設
的
意
見
を
集
め
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

さ
て
今
年
は
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
新
校
舎
の
建

築
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。去
る
六
月
七
日
に
地
鎮
祭
が

行
わ
れ
、二
号
館
と
三
号
館
の
間
で
基
礎
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。三
階
建
て
の
建
物
で
、一
階
に
は
食

堂
、売
店
、パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
な
ど
学
生
用
の
厚
生
施

設
や
展
示
ロ
ビ
ー
な
ど
が
、二
階
以
上
に
は
沢
山
の
講

義
室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。来
年
二
月
に
竣
工
予
定

で
、在
学
生
に
も
、来
年
度
の
新
入
生
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。本
学
は
こ
れ
ま
で

も
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
、時
代
の
要
請
に
応
え
た
高

等
教
育
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
が
、新
校
舎
建
設
を

き
っ
か
け
に
現
在
の
学
科
、専
攻
組
織
を
改
革
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
の
指
導
調
査
を
は

じ
め
い
く
つ
か
の
第
三
者
評
価
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。最
近
の
傾
向
と
し
て
高
等
教
育
の
質
保
証
、特
に

内
部
質
保
証
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、第
三
者
評

価
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ま

た
、少
子
化
を
は
じ
め
本
学
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況

が
続
き
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
同
様
教
職
員
一
同
協
力
し

て
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。ど
う
か

皆
さ
ん
の
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学長   山田 宗慶
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部

広報
時代の要請に
応える

T O H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  

U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E第 11 号
平成29年度 前期

アイリンブループロジェクト昨年から生文大高校生・大学生が一生懸命育てた「アイリンブループロジェクト」の奇跡の花あいりちゃんが咲き乱れました。詳細は→http://airinblue-project.jp/

竹とんぼを作ろう！
4月15日(土)、長命館公園において開催された「第13回さくら祭り」に、生活美術学科学生有志が「牛乳パックとストローを使って竹とんぼを作ろう」のワークショップで参加しました。

PHOTO ALBUM
（平成29年度前期）

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。

広報TSB 第11号
［ 発行 ］ 平成29年（2017年） 8月1日
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
〒981-8585 仙台市泉区虹の丘1丁目18番地の2
TEL 022-272-7520　FAX 022-301-5602
ホームページ  http://www.mishima.ac.jp/
Facebook  https://www.facebook.com/mishima.tsb
Twitter  https://twitter.com/mishima_tsb

　梅雨明け前、暑い毎日が続くなかで、学生は着慣れないスーツ姿で就職へのチャレンジを始めています。すでに内々定を受
けたとの報告も受けています。その数は、昨年度より増加傾向にあります。今年度、国内経済が好調で企業の求人意欲も高
く、学生にとってはよい求職状況にあります。
　大学の講義・実習のなかでの就職活動、6・7月からは公務員試験が実施されるなど、本当に多忙な状況が続きますが、気
概を持って企業等にどんどんチャレンジして内定通知が受け取れることを期待しています。
　さて、就職支援センターでは、求人情報の提供、選択科目「キャリアサポートⅠ・Ⅱ」による就職支援、公務員試験対策講座
の開催、就職個別相談、東京就活バスツアー等を行うなどして就職支援を行っております。
　私にはまだ早いと考えている学生も、とにかく一度は早い段階に来室して就職関係情報に触れ、インターンシップに参加
するなど、企業・業種・職種について研究し、自分の適性を把握して早期に就職活動に備える準備をしておくことが、就職活
動のスタートには大切です。

◎就職・採用活動スケジュールは… 

GAMA ROCK FLAG
9月23日(祝・土)に、「GAMA ROCK」が塩竈市みなと公園において開催されますが、今年も来場者を誘う「GAMA ROCK FLAG」製作に協力。服飾文化専攻の学生たちが、「アパレル生産実習」において、ミシンの機構や縫製方法を学習しながら、製作に取り組みました。

広報活動開始；3月1日以降、採用選考活動開始：6月1日以降、正式な内定日：10月1日以降！

体育祭6月10日(土)、体育祭が開催されました。今年もバレーボール、バスケットボール、大長縄、ピンポン玉リレーに、各クラス一丸となって競技に臨みました。競技に参加した皆さん、実行委員会の皆さん、お疲れ様でした。

さかな丸ごと食育
7月1日(土)、今年も虹の丘児童センターから子どもたち32名

をお招きし、「さかな丸ごと食育」を実施。今回は、エビを丸ごと1

匹使って調理し、料理の楽しさや魚料理のおいしさを味わって

もらいました。

オープンキャンパス
6月17日(土)、今年度第1回目のオープンキャンパスを開

催しました。全体ガイダンスにおいて、大学・短大概要と入

試の説明後、各学科・専攻に分かれ、それぞれの特色を生

かした企画を実施しました。


